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《使用経験》

In　Vivo　RI甲状腺検査への1231の導入に関する基礎的検討
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緒　　言

　In　vivo甲状腺検査に用いられる核種としては，

13111），12512），13213）および99mTc4）などが知られてい

る。とりわけ，1311は現在最も広く臨床的に利用

されている．最近，短半減期核種の臨床応用に対

する関心が高まるにつれ，1231の臨床応用が種々

試みられるようになった5’6・？）．1231は半減期が13．3

時間で100・°・。EC崩壊であるため，β線の放出が

なく，159keVのγ線放出割合が高いなどすぐれ

た特徴を有している．ところがその純度に問題が

あり，特に混在する1241の影響のため臨床応用上

問題があるとされていた8）。

　最近，医療用サイクロトロンの普及と，1231産

生技術の進歩により，わが国でも比較的高純度の

1231の産生が可能となり，その入手が容易となり

つつある．しかし依然として100°。の純度を有す

る1231の産生は困難でわずかながら他核種の混在

が明らかにされている。

　そこで著者らは最近わが国で入手可能な1231カ

プセルにつき，In　vivo甲状腺検査への応用の可

否につき基礎的検討を行なった．

＊兵庫医科大学RIセンター診療部

受付：51年12月24日
最終稿受付二51年12月24日
別刷請求先：西宮市武庫川町1番1号（〒663）

　　　　　兵庫医科大学RIセンター診療部
　　　　　　　　　　　　　　福　地　　　稔

材料および方法

　検討に用いた1231は日本メジフィジックス社の

サイクロトロンで産生されたNa1231ヵプセルを

用いたが，その純度は1231＞93．75％，1’241＜1．0％，

1261〈1．0％，1301＜3．0％，1311〈0．75％，24Na〈0．5％

であった．

　検討に供した装置は，米国picker社製のDyna

Camera　3Cを用い，　collimatorはPicker社製の

4種類のCollimator，すなわち25，800－holes，10，000－

holes，1，900－holes，およびpinhole　collimatorを用

いた．

　なお甲状腺ファントムは東芝株式会社から入手

したものを使用した．

　Line－sPread　functionの検討には，内径1．00　mm

長さ10cmのチューブを用い，200μGの1231を

充満させ，collimatorからの距離を2cm　とした．

　energy　spectraの検討には，200μCiの1231を小

ガラス容器に入れ，Collimatorからの距離を2cm

とした．また検定日の1231と，検定日から4日お

よび7日経過した1231のenergy　spectraの比較も

行なった．なお甲状腺ファントムに80μCiの1231

溶液を充満させ，各collimatorによりえられた

imageの比較を行なった．

結　　果

　Line－spread　functionにつき4種類の異なるco1－

］imatorを用い比較した成績はFig．1，で示したご

とくであった．半値幅での評価では，1，900－holes

Presented by Medical*Online



536 核医学　　14巻4号（1977）

collimatorとpinhole　collimator　とではほとんど

差異を認めえないが，1ine　sourceの中心から2．5cm

の位置での比較では両者は明らかな差異が認めら
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Fig．1　Line－spread　functions　of　1　L’　31－line　source　on
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れ，pinhole　collimatorでより，良好な結果がえ

られた．

　energy　spectraにつき4種類の異なるcollimator

を用い比較した成績はFig．2で示したごとくであ

った．低energy用collimatorでは529～538keV

あたりのphoto　peakを顕著に拾い，これと他の

混在核種の高energyγ線からのコンプトン散乱が，

1231の159　keV　photo　peakに強い影響を与える

との結果であった．これに対し，1．900－holes　col－

limatorとpinhole　collimatorではこの影響は順に

少なくなる結果がえられた．

　一方，pinhole　collimatorを用い検定日の1231カ

プセル，および検定日から4日後，7日後の1231

カブ゜セルにつきenergy　spectraを比較した成績は

Fig．3で示したごとくであった．検定日の1231カ

プセルに比べ，検定日からの日数が増すにつれ混

在する比較的半減期の長い核種の影響が強くなる

結果がえられた．

　甲状腺ファントムを用いた4種類のco川mator

による解像力の比較をFig．4で示した．これは

line－sperad　functionの結果ともよく一致し，

pinehole　collimatorによる成績，とりわけ2倍拡

大像でより良好な結果がえられた．
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Fig．2　Energy　spectrum　of　1231　capsule　obtained　on　anger　scintiHation　camera　through

　　　four　different　collimators．
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Fig．3　Comparison　of　1　L’　131　capsule　spectra　on　days　zero，　fourand　seven　from　calibration．
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Fig．4　1mages　of　thyroid　phantom　containing　12310n　Anger　scintillation　camera　through

　　　　　　4different　collimators．
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考　　案
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　現在，In　vivo甲状腺検査には主に1311が用い

られているが，比較的半減期が長いため，さらに

短半減期核種に対する関心が強くなった．すでに

99mTcが実用化されているが，甲状腺検査には原

理的に放射性ヨードを用いることが望ましい．

1231は半減期が13．3時間と比較的短く，100％EC

崩壊であるためβ線を放出せず，γ線159keVの

放出割合が83％と高くscintillation　cameraの1／2

inchクリスタルに対し効率の良いγ線energyを

持つ等すぐれた核種だといえる．しかし従来その

純度，とりわけ混在する1241が原因してなかなか

実用化に至らなかった5”8）．　著者らが今回入手し

た1231も既述のごとくいくつかの核種の混在が明

らかにされている．しかし問題の1　L’　41は1．0％以

下と少なく，3・0％と最も多く含まれている13°1

は半減期が1231とほぼ同じであり臨床的にはさし

て問題がないように思われる．Line－spread　func－

tionやenergy　sPectraの著者らの成績ではpinhole

collimatorによる検査ではほとんど混在核種の影

響は認められなかったが，その他のcollimatorで

は問題があるとの成績であった．またこの成績は

甲状腺ファントムを用いた解像力の検討でも裏付

けられた．これら一連の成績は，現在われわれが

入手可能なIL’31の純度は，　pinhole　collimatorを用

いる限り全く問題のないことを意味し，換言すれ

ば1231を用いた検査はpinhole　collimatorで観察

できる臓器に限られるため，その点甲状腺検査に

とっては最も理想的だといえる．しかし短半減期

核種のためPinhole　collimatorを用いても検定日

から時間が経過すればするほど比較的半減期の長

い混在核種の影響が強くなるため入手後すみやか

に検査に供することが望ましいといえる．今回の

著者らの一連の検討から，現在入手可能な1231カ

プセルはその問題点を十分踏まえて利用すれば，

きわめて満足できる核種でありその今後の臨床応

用，とりわけ甲状腺検査への応用が期待される．

結　　語

　現在入手可能な1231はわずかながら他の核種の

混在が明らかにされているが，pinhole　collimator

を用い，入手後すみやかに検査に供する限り，混

在核種の影響は無視できる．

　稿を終わるにあたり1231カプセノレの提供をいただい

た日本メジフィジックス株式会社に謝意を表します．
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